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1page 理事会の開催 6page 酪農婦人講演会を開催しました 

 

 
平成 29 年度事業計画 

 
農場ＨＡＣＣＰ構築支援の状況 

5page 肉用牛合同研修会を開催しました 
 

飼養衛生管理基準が一部改正されました 

 
第 11 回全国和牛能力共進会 

出品対策出品技術講習会を開催しました 

7page 
8page 

価格安定支援の各事業実施状況 

南関東 4 競馬場開催日程 

平成 29 年 3 月 17 日（金）群馬県 JA ビルにおい 

て、本会理事会が開催され、平成 29 年度事業計画等

について協議されました。 

決議事項、報告事項は次のとおりです。 

 

 

イ 肉用牛肥育経営の安定に関する支援 

 肉用牛肥育経営の安定を図ることにより、国産牛

肉の安定した生産が継続して行われることを目的

に、肥育牛補てん金交付契約を締結した事業参加者

に対し、粗収益が生産コストを下回った場合に、肥

育牛販売価格と独立行政法人農畜産業振興機構が調 

２ 事業計画 
【公益事業１】畜産経営の安定向上を支援し安全で

良質な畜産物の生産を促進する事業 

 （１）畜産経営の安定を支援する事業 

ア 肉用子牛の生産の安定に関する支援 

肉用牛肥育経営への子牛の安定供給を進め、国産牛 

 

事業名 種別 事業内容

肉用子牛生産者補給金制
度

補助

　保証基準価格を下回った四半期
に販売又は自家保留された肉用子
牛に生産者補給金を交付。さら
に、平均売買価格が合理化目標価
格を下回った場合に下回った学の
9/10を補給金として交付する。
　また、肉用子牛平均売買価格が
発動基準を下回った場合に、下
回った価格の3/4を支援金として
交付する。
　肉用子牛生産者補給金制度の運
営体制を維持するために必要な事
務を実施する。

理事会が開催されました 

平成 29 年度事業計画 

【決議事項】 

■ 平成 29 年度事業計画及び収支予算の承認につ

いて 

【報告事項】 

■ 職務執行状況報告について 

肉の安定した生産が継続して行われることを目的

に、当協会と補てん金の交付契約を締結した肉用牛

繁殖経営者に対し、子牛の販売価格が国の定める基

準価格を下回った場合に、その差額を補てん金とし

て交付します。さらに、この制度を補完して経営基

盤の安定を図るため、子牛の販売価格が独立行政法

人農畜産業振興機構により子牛の市場取引価格をも

とに算定された発動価格を下回った場合に、事業参

加者に支援金を交付します。 

実施予定事業：肉用子牛生産者補給金制度 

発行：公益社団法人 群馬県畜産協会 

  〒379-2147 前橋市亀里町１３１０ 群馬県ＪＡビル 6 階／TEL：027-220-2371（代） FAX：027-220-2372 

ホームページ：http://www.chikusankyokai.or.jp 

群馬の畜産 みんなの情報室 

1 基本方針 
 アメリカのＴＰＰ離脱により、その発効は困難に

なったものの、畜産を取り巻く中長期的な課題や実

態には大きな変化はみられません。これらの状況を

踏まえ、当協会としては、畜産経営者、関係機関、

団体との連携を密に取りながら、安全で良質な畜産

物を消費者に提供する畜産業の使命を確固たるもの

に導くこととします。また、元気で希望を持った畜

産経営を確立するため、国、県、中央団体等の実施

する補助事業、助成事業、受託事業等を積極的に活

用するとともに、各種ニーズに応えるための自主事

業等により畜産農家を強力に支援します。さらに、

畜産物の安全安心を確保するため、家畜や農場の衛

生対策および家畜の生産性向上対策、畜産への理解

醸成など幅広い事業に取り組むとともに、事務の合

理化や経費の抑制については事務の外部委託等を含

め継続して実施します。なお、本計画にない新規取

り組みについては、本会の事業目的に合致するもの

や、社会的情勢の変化などにより喫緊の対応が求め

られる場合には、事業計画に支障のない範囲におい

て取り組むこととします。 
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査して決定した肥育牛１頭当たり生産費との差額の

８割を交付します。 

実施予定事業： 

肉用牛肥育経営安定特別対策事業ほか 計 3 事業 

ウ 養豚経営の安定に関する支援 

養豚経営の安定を図ることにより、国産豚肉の安

定した生産が継続して行われることを目的に、契約

を締結した事業参加者に対し、豚枝肉販売価格が独

立行政法人農畜産業振興機構の調査により決定した

保証基準価格を下回った場合に、事業参加者１/２、

独立行政法人農畜産業振興機構１/２の割合で積み

立てた基金を財源として、その差額の８割を補てん

金として交付する事業を推進します。 

実施予定事業：養豚経営安定対策事業 

事業名 種別 事業内容

肉用牛肥育経営安定特別
対策事業

補助

肉用肥育牛経営の粗収益が生産コ
ストを下回った場合に、積立によ
り造成した生産者積立金から、そ
の差額の8割を補填金として交付
する。

畜産物価格安定推進事業 補助
肉用牛肥育経営安定特別対策事業
の生産者積立金の一部（加入頭数
の増加分）に補助を行う。

価格安定推進支援事業 自主

肉用子牛生産者補給金制度、肉用
牛肥育経営安定特別対策事業につ
いて、適正かつ円滑な運営を確保
するために支援を行う。

事業名 種別 事業内容

養豚経営安定対策事業 受託

粗収益が生産コストを下回った場
合に生産者と農畜産業振興事業に
よる積立金から差額の8割を補填
金として交付する事業の周知、指
導、事務等を実施する。

（２）畜産経営の向上を支援する事業 

ア 地域の畜産経営への支援指導 

畜産経営の高度化に必要な情報の提供や経営分析

による指導、個人・法人等の多様なニーズに対応し

た経営指導を行います。また、既往負債の長期・低

利な資金への借り換え計画作成とその計画達成のた

めの指導、資金借入を希望する畜産経営体の経営ビ

ジョンや経営計画の作成について支援するととも

に、生産物の品質向上、生産情報管理・分析につい

て指導します。さらに、畜産経営者の経営実績の収

集、経営指導活動の成果を把握するための調査、優

れた畜産経営者や畜産振興に貢献している団体等の

調査を行い、その結果の周知・普及を図ります。 

実施予定事業：地域畜産支援指導等体制強化事業ほ

か 計１３事業 

イ 畜産経営の人材確保と労力負担の軽減に関する

支援 

 獣医学を専攻する大学生に対し、卒業後、群馬県

内で産業動物獣医師として従事することを条件に、

修学のための資金を共同負担者分と合わせて貸与し

ます。また、酪農ヘルパー利用組合が雇用等により

確保している要員の確保・育成に必要な費用の一部

補助、酪農従事者が病気、けが等により就業困難と

なってヘルパー利用が増加した場合の負担額の軽減

のための互助基金の造成とその活用、ヘルパーの活

動によって発生した財物の破損等を賠償する保険へ

の加入促進と保険料の一部を補助します。さらに、

経営者の高齢化等により継続が困難となる経営の第

三者継承への支援、大規模化により雇用を必要とし

ている酪農経営を含む畜産経営に対して、人材確保

のための職業紹介や募集に必要な支援及び人員育成

のための支援を行います。 

 

実施予定事業：獣医師養成確保修学資金貸与事業ほ

か 計８事業 

事業名 種別 事業内容

地域畜産支援指導等体制
強化事業

補助

畜産経営の高度化に必要な情報の
提供や多様なニーズに対応した経
営指導、一般消費者への畜産への
理解醸成のための活動を行うほ
か、馬事の振興等の畜産業を振興
するための活動を実施する。

事業名 種別 事業内容

経営流通対策事業（経営
指導推進）

補助

畜産農家に対する経営改善計画、
資金利用計画等の作成・達成指
導、大家畜経営データベース等の
情報化技術の活用、畜産経営の高
度化に必要な情報の提供等による
経営支援を実施する。

畜産特別資金等推進事業 補助

畜産特別資金借受者の経営の改善
及び安定を図るため、指導推進協
議会の設置、計画達成指導、経営
分析による個別指導、並びに新規
借受者の経営改善計画の作成指導
を実施する。

公庫資金活用推進事業
（農業経営サポート調
査）

受託
日本政策金融公庫資金の借入に際
して必要な調査、経営計画の見直
し指導等を実施する。

女子力発揮推進事業 受託

女性を参集し、意見交換等を行う
とともに、勉強会等の開催により
地域の女性リーダーの育成を図
る。

畜産クラスター機会導入
事業

受託

畜産クラスター事業のうち機会導
入事業について、その円滑な実施
を図るため、参加要望書の取りま
とめ業務等、事業推進を行う。

畜産・酪農生産力強化対
策事業【新規】

受託
家畜の生産性向上のためのデータ
を収集し、分析・技術指導を行
う。

貸付事業指導等事業 受託

畜産近代化リース協会が貸付けた
機会・車両等について保守管理及
び適正な使用に関する指導等を行
う。

畜産高度化支援リース事
業【新規】

受託
畜産高度化支援リース事業のリー
ス物件について、その貸付申請、
検収実施及び指導等を行う。

公共牧場活性化支援事業 地全協
公共牧場及び関係者を対象に、牧
場管理等に関する研修会を開催す
る。

畜産環境保全支援事業 地全協

補助事業等により設置した家畜排
せつ物処理施設の抱えている課題
等に関する現地調査および現地指
導を実施する。また、堆肥や副資
材の生産者の情報をHPに掲載する
とともに、研修会を開催する。

畜産協会情報提供事業 地全協

畜産農家に有用な情報等を収集
し、情報誌として生産者、関係団
体等に配布するとともに、本会
ホームページ等を活用し広く情報
提供する。

豚枝肉格付分析情報提供
事業

地全協
豚枝肉格付データを収集し、独自
の分析を加えた情報を四半期毎に
提供する。



平成２９年３月                群馬の畜産 みんなの情報室                    第３３２号 

 

 

＜3＞ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実施予定事業：獣医師養成確保修学資金貸与事業ほ

か 計８事業 

（３）家畜及び畜産物の安全性確保と理解醸成を図

る事業 

ア 畜産及び畜産物への理解醸成 

 消費者を対象にした畜産及び畜産物に関する研修

会や体験交流会の開催、イベントにおける畜産物の

栄養知識に関する啓発資料の作成・配布及び畜産物

の無償配布、畜産堆肥の有機質肥料としての有用性

に関する啓発資料の作成・配布及び堆肥の無償配布

などを通じて消費者の畜産への理解醸成及びリスク

コミュニケーション確保のための活動を行います。

また、畜産の振興を担う地方競馬場において冠レー

スを開催し、畜産への理解醸成を図ります。 

実施予定事業：生産振興対策事業（県産鶏卵販売強

化）ほか 計５事業実施予定事業：獣医師養成確保

修学資金貸与事業ほか 計８事業 

イ 家畜及び畜産物の安全性確保 

伝達性牛海綿状脳症（ＢＳＥ）に罹患した牛を確実

に食肉流通から隔離することを目的に、死亡した牛

の収集、輸送、検査、処理に必要な費用への補助、

食肉処理場における特定危険部位の除去確認に要す

る費用に対し助成します。 

 

 

実施予定事業：死亡牛緊急検査処理円滑化推進事業

ほか 計２事業 

ウ 家畜の悪性疾病による損失対策 

重要で悪性の家畜伝染病など、指定する疾病が発

生した場合に、飼養する乳牛、肉牛、豚の淘汰した

後、経営の再建を図ることを目的に、畜産経営者に

対して事業内容の周知、事業への参加の呼びかけ、

事業への参加手続等を支援します。 

実施予定事業：家畜防疫互助基金支援事業 

エ 農場の生産衛生の強化 

死流産を起こす牛の伝染性疾病や、清浄化が難し

く伝播力が強いため個別経営の取り組みだけでは十

分な効果が得られにくい豚の伝染性疾病等の発生・

流行を防止して畜産物生産の安定を図ることを目的

に、検査、予防接種、生産衛生の強化に必要な費用

の一部を助成します。また、県内種鶏場等の衛生管

理向上のために検査経費の一部を補助します。 

実施予定事業：家畜生産農場清浄化支援対策事業ほ

か 計２事業 

オ 家畜の衛生管理の強化 

 疾病の清浄化及び予防による畜産物の生産の安定

を図ることを目的として、ワクチンの購入及び当協

会指定獣医師による接種の推進、疾病発生時の対応

等を円滑に行うための演習・研修の実施、農場ＨＡ

ＣＣＰ認証を普及するための調査・指導、野生獣の

家畜に影響を及ぼす疾病の保有状況等についての調

査、豚流行性下痢（ＰＥＤ）まん延防止のための獣

医師による巡回指導、馬の飼養者等への衛生管理に

関する調査・講習会、ハチミツの安全性確保のため

の検査等について支援します。 

事業名 種別 事業内容

獣医師養成確保修学資金
貸与事業

補助

群馬県内で産業動物獣医師になる
ことを希望する獣医学生に共同負
担者分と併せて修学資金を貸与す
る。

酪農経営安定化支援ヘル
パー事業

補助

酪農従事者の病気等により増加し
た酪農ヘルパー利用料、酪農ヘル
パー業務において生じた財物損害
保険料及び臨時ヘルパーの傷害保
険保険料の一部を補助する。

酪農ヘルパー傷病時等利
用互助事業

補助

酪農従事者の病気等により増加し
た酪農ヘルパー利用料の負担を軽
減するための互助基金に対する補
助をする。

酪農ヘルパー労働環境整
備事業

補助
酪農ヘルパーの出役中の事故等に
備えるため補償制度を構築する。

酪農ヘルパー事業円滑化
支援事業

特別
酪農ヘルパー利用組合の運営、要
因確保・育成等に必要な経費を補
助する。

畜産人材確保育成事業 地全協
畜産農家の雇用、新規参入、継承
の促進のための相談、研修活動を
実施する。

畜産生産体制支援事業 自主
肉用牛ヘルパー業務を委託して実
施することにより肉用牛生産者の
労力負担軽減を図る。

酪農ヘルパー傷病時等利
用互助事業事務費

自主
酪農ヘルパー互助金の交付事務等
を実施する。

事業名 種別 事業内容

生産振興対策事業（県産
鶏卵販売強化）

補助
銘柄卵の啓発資材を作成し、県産
銘柄卵を含む鶏卵の消費拡大を図
る。

地方競馬支援対策事業 地全協
地方競馬の進行を図るため、競馬
場において冠レースを実施する。

畜産普及啓発推進事業 地全協
一般消費者を対象に、畜産への理
解を深めるための資料の配布や畜
産物の無償配布等を行う。

牧場宿泊体験交流事業 地全協
酪農場において、搾乳、飼料給
与、畜産物加工などの体験交流を
実施する。

群馬の堆肥普及事業 地全協
一般消費者を対象に、畜産堆肥の
有用性に関する啓発資料の配布及
び堆肥の無償配布を実施する。

事業名 種別 事業内容

死亡牛緊急検査処理円滑
化推進事業

補助
48ヶ月齢以上の死亡牛のＢＳＥ検
査に要する運賃、検査料を補助す
る。

牛せき柱適正管理推進事
業促進費交付業務

受託

特定危険部位である牛せき柱の適
正な管理を実施した食肉処理事業
者に支払われる促進費の交付に必
要な確認事務を実施する。

事業名 種別 事業内容

家畜生産農場清浄化支援
対策事業

補助

牛白血病浸潤農場の検査および吸
血昆虫媒介疾病等の発生・流行防
止、牛ウィルス性下痢・粘膜病お
よび豚オーエスキー病の検査およ
び陽性牛・陽性豚の淘汰およびワ
クチン接種。牛豚飼養の以上の飼
養衛生管理基準に基づいた衛生指
導に必要な費用の一部を補助す
る。

群馬県種鶏場等衛生対策
事業

自主
県内種鶏場等の衛生管理向上を図
ることにより、本県の養鶏振興に
寄与する。

事業名 種別 事業内容

家畜防疫互助基金支援事
業

補助

海外悪性伝染病が発生した場合
に、淘汰した牛、豚の代替畜の導
入費用の一部を生産者等が互助補
償する全国的な仕組みついて、生
産者等に対する普及啓発、参加手
続き事務等を実施する。
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事業名 種別 事業内容

生産振興対策事業（優良
はちみつ生産）

補助
ハチミツの品質検査に必要な経費の一
部を補助する。

予防注射推進強化対策事業 助成
自衛防疫事業の効率的な推進及び予
防注射摂取率向上のための普及啓発
を行う。

農場ＨＡＣＣＰ認証普及推進支
援対策事業

受託
農場ＨＡＣＣＰ認証の普及を図るための
調査、指導を実施する。

飼養衛生管理基準等緊急啓
発普及促進事業

受託
飼養衛生管理基準の啓発普及により、
生産段階における防疫措置、体制の強
化、推進を行う。

豚流行性下痢（ＰＥＤ）まん延
防止支援対策事業

受託

ＰＥＤ防疫マニュアルの基づき、獣医師
による農場飼養衛生指導及び農場を設
定して感染確認検査を行い、ＰＥＤまん
延防止対策を行う。

馬飼養衛生管理特別対策事
業

受託
競走馬以外の馬の飼養衛生管理等に
ついてアンケート調査、講習会を実施す
る。

馬伝染性防疫推進対策事業 受託
乗馬用などの馬インフルエンザワクチン
接種促進を行う。

地域自衛防疫体制推進事業 受託
地域における自主防疫活動の普及啓
発を実施する。

野生獣衛生体制整備緊急対
策事業

受託
狩猟者、関係機関との連携のもとにイノ
シシ、シカの衛生検査を実施し、結果を
検討する。

農場飼養衛生管理強化推進
事業

自主
国補助事業・農場飼養衛生管理強化
対策事業に該当しない農場指導に限り
補助を行う。

家畜衛生推進事業 自主
予防注射に必要な資材の購入、注射に
要した費用の支払い等の事務を実施す
る。

実施予定事業：生産振興対策事業（優良はちみつ生

産）ほか 計 11 事業 

 

（４）家畜の能力向上を促進する事業 

家畜の生産能力は、その個体が持って生まれた性

質（遺伝）と飼養される環境条件によって影響を受

けることから、家畜が快適に生活できる場を整える

とともに、飼養している家畜の平均能力を遺伝的に

引き上げる必要があります。そのため当協会は、家

畜の遺伝的な能力と大きな関連がある体型等を中心

とした評価に技術と経験を持った職員を配置し、県

域を対象とした家畜共進会の開催及び地域における

家畜共進会への開催支援、能力の高い種畜の導入経

費に対する補助、能力向上に必要な家畜の体型や産

肉能力データの収集等を実施します。 

実施予定事業：肉用牛経営安定対策補完事業ほか 

計 11 事業 

 事業名 種別 事業内容

肉用牛経営安定対策補完事
業

補助
要件を満たす繁殖雌牛を増頭した場合
に、増頭実績に応じて奨励金を交付す
る。

生産振興対策事業（家畜登録
促進）

補助
家畜の血統生理や登録・登記を推進す
るため、有資格者の要請、研修会等へ
の派遣を行う。

生産振興対策事業（乳牛等改
良促進）

補助
各家畜ごとに群馬県畜産共進会を開
催。また、関東地区ホルスタイン共進会
への出品対策を実施する。

生産振興対策事業（高能力種
豚安定供給体制確立）

補助
養豚農場の衛生管理状況および種豚
生産利用調査を実施する。また、優良
種豚の導入経費の一部を補助する。

高能力繁殖雌牛保留推進事
業

特別
繁殖能力の向上を図るため、高等登録
牛から生産される雌子牛の保留を促進
するために奨励金を交付する。

和牛全共出品対策事業 特別
第11回全国和牛能力共進会の出品対
策のための調査、指導を実施する。

家畜共進会運営強化推進事
業

特別
地域で行う家畜共進会の実施に必要な
費用の一部を助成する。

【収益事業１】畜産に関する収益事業 

（１）家畜登録団体からの業務受託に関する事業 

家畜の血統登録を行う団体から業務の一部を受託

し、畜種ごとに定められた登録規程等に基づき、登

録申し込みのあった家畜の個体の確認、体型・特徴

の記録、ＤＮＡ検査のための試料の採取、血統の確

認、登録手続、登録料の代行収受、登録証の送付等

の業務を行います。 

実施予定事業：家畜登録事業（４畜種、６事業） 

事業名 種別 事業内容

家畜登録事業 自主

登録申し込みのあった家畜（乳牛、肉
牛、豚、山羊）の個体の確認、体型・特
徴の記録、ＤＮＡ検査のための試料の
採取、血統の確認、登録手続、登録料
の代行収受、登録証の送付などの事務
を実施する。

（２）畜産生産者からの事務受託等に関する事業 

 畜産生産者から委託を受けて、補助事業等を実施

するのに必要な書類の作成、事業に関連する書類の

収集等の事務を行います。 

実施予定事業：養豚経営安定対策推進事業 

事業名 種別 事業内容

養豚経営安定対策推進事業 自主

養豚経営安定対策事業への参加申し
込み、補助金受け取りて手続き等の申
請等事務を事業参加者から受託して実
施する。

【その他の事業１】畜産の振興を図る事業 

（１）畜産団体からの事務受託等に関する事業 

畜産生産者等を構成員とする団体の事務を行いま

す。 

実施予定事業：団体事務受託８団体 

事業名 種別 事業内容

団体事務受託事業 自主

群馬県乳牛改良協会、群馬県和牛改
良組合連絡協議会、群馬県養豚協会、
群馬県養鶏協会、群馬県種鶏ふ卵協
会、群馬県養蜂協会、群馬県家畜人工
授精師協会、群馬県畜産技術連盟

（２）その他事業 

「廃棄物の処理と清掃に関する法律」に基づく家畜

の死体処理に必要な産業廃棄物管理票（マニフェス

ト）の販売、畜産生産者が家畜の抗体検査等を群馬

県に依頼する場合に必要な証紙の売りさばき、畜産

に関する情報提供、畜産に関する印刷物の販売等、

本会が実施する事業に付随する畜産の振興を図るた

めの事業を行います。 

 

事業名 種別 事業内容

育種価評価活用促進事業
【新規】

特別

県内で肥育された肉牛の産肉デー
タ6形質を収集して育種価を解析
し、広く公表することにより県内
産肉牛の能力向上を図る。更にそ
の結果を解説する研修会を開催す
る。

肉用牛産肉能力平準化促
進事業

受託
肉用牛の調整交配及びその結果の
調査とりまとめを実施する。

山羊生産活用推進事業 地全協
日本ザーネン種山羊の普及、活用
を推進するための情報交換を行
う。

和牛期待育種価情報提供
サービス事業

自主
父牛及び母牛の育種価から推定さ
れる生産子牛の期待育種価をイン
ターネット上で提供する。
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肉用牛合同研修会を開催しました 

第 11 回全国和牛能力共進会出品対策 
出品技術講習会を開催しました 

平成 29 年 3 月 3 日（金）、群馬県ＪＡビル大ホー

ルにて、肉用牛合同研修会を開催しました（共催：

家畜改良事業団前橋種雄牛センター、全国農業協同

組合連合会群馬県本部、群馬県 JA 肉牛肥育部連絡協

議会、群馬県 JA 繁殖和牛部連絡協議会、群馬県和牛

改良組合連絡協議会）。県内の和牛繁殖農家、肥育農

家をはじめとした肉用牛生産の関係者、計 232 名が

参加しました。 

 研修会は 2 部構成で、第１部では、関係機関から

以下の 4 点について情報が提供されました。 

① 畜産協会：第 22 回育種価解析結果等について 

② 家畜改良事業団：種雄牛の紹介等 

③ 全農群馬：渋川子牛市場について 

④ 県畜産課：事業紹介等 

第 2 部では、株式会社松永牧場・松永直行専務取

締役に『今後の畜産農家の進む道』と『肉用牛の血

統について』という演題を前半と後半にわけて講演

していただきました。 

前半では、自社の施設等を参考に飼養管理の合理

化の進め方や繁殖システムについて、また経営にお 

 

いては、いかにしてコストダウンするかが大切であ

るということについて説明していただきました。 

後半では、最近の市場動向から見た今後の推移予 

想や、自社の枝肉出荷成績から見た種雄牛の成績、

今後期待できる種雄牛などについてお話していた 

だきました。 

また、肉のおいしさと安心安全について、輸出入

の現状を知った上で、これからどのような牛肉を生

産していくべきかをよく考える必要があるといった

見解をお示しいただきました。 

平成２９年１月３０日（月）、渋川家畜市場において、第

１１回全国和牛能力共進会出品対策事業に係る出品技

術講習会を開催しました。和牛繁殖農家を含む６６名が

参加しました。 

本県からは、繁殖雌牛５頭、肥育牛２頭、高校の部１頭

の８頭を出品することが予定されています。 

 

その出品対策の一環として、鹿児島県から瀬戸口満

氏を中鶴文男氏を招き、牛の手入れの仕方等につい

て、実演を交えて講演頂きました。 

両氏の腕に掛かると、牛たちがみるみる内に美しくなっ

ていき、参加者は呆気に取られていました。 

講習会後には質問が飛び交い、熱心に勉強していま

した。 

 

松永牧場・松永 専務取締役ご講演の様子 

瀬戸口先生による毛刈りの実演 

中鶴先生（左）と瀬戸口先生（右）のご講演 
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農場ＨＡＣＣＰ構築支援の状況 

飼養衛生管理基準が一部改正されました 

肉が含まれる可能性がある飼料の加熱処理を規定 

③農場における基準の遵守状況を的確に把握できる

よう、同報告の様式（施行規則様式第 14 号）を改正 

本会では、本年度（公社）中央畜産会から 2 ヵ年

にわたる「飼養衛生管理基準等緊急啓発普及促進事

業」を受託しました。この事業の中で、家畜保健衛

生所を通じて生産者の皆様に、リーフレットおよび

チェックシートを配布したり、講習会等を開催した

りすることで、新しくなった飼養衛生管理基準の周

知をしたいと考えています。 

 

酪農婦人講演会を開催 
群馬県乳牛改良協会と本会は、平成 29 年 2 月 16

日（木）に、平成 28 年度酪農婦人講演会を、サンプ

ラザスワン（前橋問屋センター）にて開催しました。 

講演会には、酪農に携わる 55 名の女性が参加しま

した。 

  

 

 

また、懇親会ではアマチュアバンドのノスタルジ

クス様に来ていただき、生演奏を聴いていただきな

がら同じ酪農に携わる者同士、交流を深めて頂きま

した。 

この講演会は、毎年 2 月頃、様々な内容（昨年度

は還付金詐欺被害について）で開催されています。 

酪農に携わる方でしたら、どなたでもご参加でき

ます。希望される方は、各地域の乳牛改良同志会事

務局か、本会にご連絡ください。 

 

昨年、訪日外国人観光客は初めて年間で 2,000 万人

を突破しました。一方、日本の総人口は国勢調査開始

以来、初めて減少に転じ、65 歳以上の割合は 26.6%と

過去最高を記録しました。 

人や物の往来の活発化、人口の減少と高齢化に伴い、

畜産現場における衛生管理の徹底や畜産物の安全性確

保、それを対外的に証明することが、強く求められて

います。 

それを確立する手法のひとつに、農場 HACCP があ

ります。衛生管理をプログラム化し、従業員等の教育・

訓練を実施したり、HACCP チーム員で定期的に内容

が現状に沿っているかを見直したりすることで、農場

内における情報や意識の共有、飼養管理の効率化と更

なる向上も期待できます。 

 

このように畜産経営の向上に寄与する農場

HACCP について、本会では、構築に関するセミナー

の開催、関係機関と連携した講習会の開催、周知活

動、構築支援等を行っています。 

農場 HACCP に取り組みたいという農場の要望は

年々増加しており、今年は、新規の 1 酪農場を含む 7

農場（養豚 2、酪農 5）の構築を支援しました。生産

現場における HACCP 等の衛生管理システム構築の

動きが活発化していると感じています。 

農場 HACCP は、各農場の現状に即して構築して

いくものですが、外部から専門的な支援があること

で、より円滑に PDCA サイクルを回しやすい形で構

築することが可能になるかと思います。本会は、農

場から HACCP 取組の要望等があった際に、それを

支援する体制を構築できるよう、「つなぐ」役割を果

たしていくことが重要だと考えています 

 

 

平成 29 年 2 月 1 付けで、家畜の所有者が遵守すべ

き衛生管理方法を定めた飼養衛生管理基準の一部が

以下のとおり見直されました。 

① 家畜の排せつ物による病原体伝播の可能性が確

認されたため、家畜の死体の保管並びに家畜の死体

及び排せつ物を農場外に移動させる際の適切な措置

を規定 

② 豚及びいのししにおいては、食品循環資源を原材

料とする飼料の利用に当たり、原材料の詳細及び処

理方法を把握していない事例が確認されたため、生 

本会から「使用衛生管理基準の見直しについて」

と題して情報提供したほか、自動登録の説明を行い

ました。 

 

群馬県乳牛改良協会・石原 会長のご挨拶 

ノスタルジクスの生演奏と併せて 

演歌歌手も顔負けな参加者の歌唱力でした!! 
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価格安定事業の状況             平成 29 年 1 月 20 日現在 

■肉用牛繁殖経営支援事業　支援金交付状況

区分 交付単価(円) 交付頭数(頭) 交付額(円) 交付戸数(戸)

業
対

年
次

期別 黒毛 褐毛 他肉 乳用 交雑 黒毛 褐毛 他肉 乳用 交雑 黒毛 褐毛 他肉 乳用 交雑 黒毛 褐毛 他肉 乳用 交雑

28 1 ～ 3 第4四半期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 ～ 6 第1四半期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 ～ 9 第2四半期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 ～ 12 第3四半期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月次

■肉用子牛生産者補給金制度　補給金交付状況

区分 交付単価(円) 交付頭数(頭) 交付額(円) 交付戸数(戸)

業
対

年
次

期別 黒毛 褐毛 他肉 乳用 交雑 黒毛 褐毛 他肉 乳用 交雑 黒毛 褐毛 他肉 乳用 交雑 黒毛 褐毛 他肉 乳用 交雑

6 28 1 ～ 3 第4四半期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 ～ 6 第1四半期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 ～ 9 第2四半期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 ～ 12 第3四半期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月次

■肉用牛肥育経営安定特別対策事業（牛マルキン）補填金交付状況

交付金額 交付戸数
頭数(頭) 交付単価(円) 頭数(頭)交付単価(円) (円) (戸)

2 肉 専 用 種 0 0 0 0
交 雑 種 3,128 1 33,281,100 234
乳 用 種 1,039 3 17,067,600 135

計 4,167 4 50,348,700 369

交付金額 交付戸数
頭数(頭)交付単価(円)頭数(頭)交付単価(円) (円) (戸)

3 肉 専 用 種 0 0 0 0 0 0
交 雑 種 0 0 0 0 0 0 12/26
乳 用 種 144 41,300 0 0 5,947,200 10
肉 専 用 種
交 雑 種 2/24
乳 用 種 144 45,300 0 0 6,523,200 10
肉 専 用 種
交 雑 種 1,313 2,200 0 0 2,888,600 113 1/27
乳 用 種 166 47,500 0 0 7,885,000 12
肉 専 用 種
交 雑 種 1,313 6,200 0 0 8,140,600 113 2/24
乳 用 種 166 51,500 0 0 8,549,000 12
肉 専 用 種
交 雑 種 2/24
乳 用 種 128 61,100 0 0 7,820,800 9

3 肉 専 用 種 0 0 0 0
交 雑 種 1,313 0 8,140,600 113
乳 用 種 942 0 38,082,400 66

計 2,255 0 46,223,000 179

平成28年度
(概算･清算)

確定

品種区分

生産者積立金免除牛
交付日品種区分

通常

通常 生産者積立金免除牛
交付日

業
対

平成27年度

10月

業
対

確定

平成28年度

概算

確定

概算

11月

12月

■養豚経営安定対策事業（豚マルキン）

補填金交付
単価(円) 頭数(頭) 総額(円) 戸数(戸)

28 4 ～ 6 第1四半期 概算 0 0 0 0

確定 0 0 0 0

7 ～ 9 第2四半期(第1含む) 概算 0 0 0 0

確定 0 0 0 0

10 ～ 12 第3四半期(第1～2含む) 概算 0 0 0 0

確定 0 0 0 0

1 ～ 3 第4四半期(第1～3含む) 概算

確定

計

年 次月次 期別
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寒
さ
が
緩
み
、
道
端
に
春

の
野
花
が
咲
き
始
め
る
と
、

谷
川
俊
太
郎
の
「
春
に
」
と

い
う
詩
が
頭
に
浮
か
ぶ
。 

「
目
に
見
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
流
れ
が
…
心
の
ダ
ム
に

せ
き
と
め
ら
れ
よ
ど
み
渦
ま

き
せ
め
ぎ
あ
い
い
ま
あ
ふ
れ

よ
う
と
す
る
… 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
平
線
の
か
な
た
へ
と
歩
き

つ
づ
け
た
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
の
く
せ
こ
の
草
の
上
で
じ

っ
と
し
て
い
た
い 

大
声
で
だ
れ
か
を
呼
び
た
い 

そ
の
く
せ
ひ
と
り
で
黙
っ
て

い
た
い 

こ
の
気
も
ち
は
な
ん
だ
ろ
う

…
」 

 

高
校
１
年
生
の
時
、
合
唱

祭
で
歌
わ
れ
て
い
た
の
だ

が
、
当
時
慣
れ
な
い
環
境
で
、

期
待
と
所
在
な
さ
と
が
混
沌

と
し
た
気
持
ち
に
し
っ
く
り

と
き
て
、
印
象
に
残
っ
て
い

る
。 春

は
、
つ
く
し
や
タ
ン
ポ

ポ
が
土
や
蕾
を
破
る
よ
う

に
、
私
た
ち
の
感
情
も
動
き

始
め
る
季
節
な
の
だ
ろ
う
。

環
境
も
新
た
に
、
目
ま
ぐ
る

し
い
毎
日
の
中
で
「
こ
の
気

持
ち
は
な
ん
だ
ろ
う
…
」
と

変
化
を
楽
し
く
見
つ
め
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
…
と
思
う
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ＢＡＯＯ高崎 

群馬県高崎市岩押町 12－16 

お問合せ：027-322-5192 

旧高崎競馬場跡地を利用した場外 

馬券売り場開催日には、高崎駅東口 

から無料シャトルバスを運行 

地方競馬の収益金は畜産の振興に役立っています 

みんなで行こう！ケイバ！南関東４競馬場開催日程 

地方競馬 場外発売日程 

◆オフト伊勢崎 

群馬県伊勢崎市宮子町 3074 

伊勢崎オートレース場  

グリーンスタンド４階・５階 

お問合せ：0270-23-0535 

編 

集 

後 

記 

詳しくは南関東４競馬サイト：http://www.nankankeiba.com/index.html をご覧ください。 

オートレース場内のモニターで 

ゆったりと競馬を楽しめます 

 

http://www.nankankeiba.com/index.html

